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研究結果の概要 

【研究目的】 

本研究では、北陸地区の手術室看護師による術前看護実践における情報収集及び看護介入の実

態を明らかにすることを目的とした。 

【研究結果】 

20施設中 8施設（40％）の協力があり、管理編が 7施設（回収率 87.5％）から回答を得た。手

術室管理者または管理者に準ずる者 12 名、手術看護を実践している者 32 名、計 44 名（回収率

24％）から回答を得た（回収中）。 

術前外来の実施施設は 5施設（71.4％）、未実施施設は 2施設（28.6％）であった。 

術前外来を実施する上での課題や困難（図 1）（複数回答）では、管理者または管理者に準ずる者

のうち、「業務負担が増加する」（100％）、「手術室看護師が実施する必要性が低い」（100％）、「病

院組織レベルで術前外来が実施されていない」（100％）が術前外来を未実施施設で高い傾向にあ

った。術前外来の実施施設と未実施施設を比較したところ、「病院組織レベルで術前外来が実施さ

れていない」が実施施設で 55.6％、未実施施設で 100％と未実施施設で高い傾向となった。 

一般看護師のうち、「手術室看護師が実施する必要性が低い」（75.0％）、「業務負担が増加する」

（66.7％）、「病院組織レベルで術前外来が実施されていない」（66.7％）、「患者の満足度がわかり

にくい」（66.7％）が術前外来を未実施施設で高い傾向にあった。術前外来の実施施設と未実施施

設を比較したところ、「病院組織レベルで術前外来が実施されていない」が実施施設で 36.8％、未

実施施設で 66.7％と未実施施設で高い傾向となった。 

 

今後の展開 

本研究で得られた北陸地区の術前看護実践の実態を基礎的データとし、全国的な術前看護実践の

実態調査を実施する。術前看護実践のさらに詳細なデータを収集し発展させることで、より実態

に合致した術前看護実践の支援ツールを開発する。 

 


